
生物多様性の経済価値評価について 

資料２ 

第1回 生物多様性の経済的価値の評価に関する検討会 

１．TEEBについて 

２．生物多様性・生態系サービスの価値とは 

３．経済価値評価の手法 

４．経済価値評価の事例 
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１． TEEB： 「生態系と生物多様性の経済学」 
    （The Economics of Ecosystem and Biodiversity） 

平成１９年３月 Ｇ８環境大臣会合 （ドイツ・ポツダム） 

平成２０年５月 生物多様性条約ＣＯＰ９ （ドイツ・ボン） 

平成２２年１０月 生物多様性条約ＣＯＰ１０ （名古屋） 

○  「ポツダム・イニシアティブ－生物多様性２０１０」が支持され、 生物多様
性の地球規模での損失に関する経済的評価の重要性が指摘される。 

○  閣僚級会合で中間報告 

○  最終報告書が公表される。 
  ※その他、政策立案者、自治体、ビジネス向け報告書、市民向けHP等も公表 

 生態系サービス（生態系や生物多様性からの恵み）を経済的に評価し、可視化すること
で、生物多様性や生態系の価値を全ての人々が認識し、自らの意思決定や行動に反映
させる社会を目指した、国連環境計画（UNEP）主導の国際的なプロジェクト。 
  プロジェクトリーダー： パバン=スクデフ氏（ドイツ銀行取締役） 
  協力国・機関  ： 欧州連合 英国 ドイツ ドイツ銀行 ノルウェー スウェーデン 日本 etc.  
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TEEB報告書の概要 

図の出典：TEEB報告書普及啓発用パンフレット 「価値ある自然」 環境省 

【提言】 
 ① 様々な主体がそれぞれの意思決定や行動において、生物多

様性の価値を反映することが重要 
    生物多様性・生態系サービスの価値が様々な意思決定に反映さ

れてこなかったため、それらの損失を招いてきた。 
 ② その際、生物多様性・生態系サービスの価値を経済的評価

などにより可視化することが有効 
    ただし、価値の捉え方は一様ではなく、経済価値評価は万能で

はない。経済価値評価は、必要に応じて実施することで良い。 

そのほか、 「自然」の価値を認
識してから実際の保全に繋げる
までのアプローチとして、3段階の
ステップを示している。 
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２．生物多様性・生態系サービスの価値とは 

２－１．生物多様性・生態系サービスの価値とは 

２－２．生物多様性・生態系サービスの現状と課題 
２－３．生物多様性・生態系サービスの価値を評価 
    する意義 
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２－１．生物多様性・生態系サービスの価値とは 
生物多様性とは 
• 生きものたちの豊かな個性とつながり。 
• 現在、地球上には3,000万種ともいわれる多様な生

き物が存在すると言われ、これらは全て、直接的に、
また間接的に支え合って生きている。 

• 生物多様性条約では、生態系、種、遺伝子という、
３つのレベルで多様性があるとしている。 

生態系の多様性 
 森林、里地里山、河川、湿原、
干潟、サンゴ礁などいろいろな
タイプの自然があります。 
 
 
 
 

 

種の多様性 
 動植物から細菌などの微生物
に至るまで、いろいろな生き物
がいます。 
 
 
 
 

 

遺伝子の多様性 
 同じ種でも異なる遺伝子を持
つことにより、形や模様、生態
などに多様な個性があります。 
 
 
 
 

 

「生物多様性センターホームページ」を参考に作成 
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生態系サービスとは 

• 生きものが行っている活動の中で、人間にとって有用
な全ての機能。いわゆる、自然の恵みのこと。 

• 我々人類は、生態系サービス（自然の恵み）を、特に
意識することなく享受して生活している。 

• 「国連ミレニアム生態系アセスメント」や「TEEB」では、
供給サービス、調整サービス、文化的サービス、基盤
サービス（生息・生育地サービス） の４つに分類。 

生態系サービスの分類 

図の出典：TEEB報告書普及啓発用パンフレット 「価値ある自然」 環境省 
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図の出典：TEEB報告書普及啓発用パンフレット 「価値ある自然」 環境省 

生態系サービスの分類例 
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利用価値 

生物多様性・生態系サービスの価値 
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生物多様性・生態系サービス 

直接的利用価値 間接的利用価値 オプション価値 遺産価値 存在価値 

食料や飲料水、木
材、医薬品・化粧品
などのように、直接
利用することで得ら
れる生物多様性・生
態系サービスの価
値 

森林の水源涵養機能
や国土保全機能、レ
クリエーション機能な
どのように、市場財と
しての消費はないが、
間接的に利用するこ
とで得られる生物多
様性・生態系サービス
の価値 

熱帯林の遺伝子資
源などのように、現
在は利用していな
いが、将来的に利
用することを想定し
て残しておきたいと
考える生物多様性・
生態系サービスの
価値 

自分自身では利用
しないが、将来世代
のために残すべきと
考える生物多様性・
生態系サービスの
価値 

自分自身も将来世
代も利用することは
ないかもしれないが、
野生生物や生物多
様性・生態系サービ
スが存在しているこ
とそれ自体の価値 

非利用価値 

参考文献：「生物多様性の経済学」 馬奈木俊介、地球環境戦略研究機関 編者 



２－２．生物多様性・生態系サービスの現状と課題 

● 課 題  

  生物多様性・生態系サービスの保全と持続可能
な利用が必要 

● 現 状 
 ・「自然」の多くが“タダ（無料）”同然なものとして扱われ

てきた。 
 ・近年、開発や過度の利用等の影響により、生物多様

性・生態系サービスが著しく損失 
 
 

４つの危機（開発、自然に対する働きかけの縮小、 
        外来生物、地球環境の変化） 

9 



２－３．生物多様性・生態系サービスの価値を評価 
    する意義 

これまでの社会経済システムの中では、生物多様性や生態
系サービスの価値は、十分に評価・認識されることなく、タダ
（無料）同然に扱われてきた。 

環境容量の範囲を越えた自然資源の利用や自然環境の開発 
が繰り返され、生物多様性や生態系サービスが損失。 

生物多様性や生態系サービスが有する価値を経済的評価など
により適切に可視化し、様々な主体が自らの意思決定や行動
に生物多様性の価値を反映していくことが重要。 

その結果・・・、 

この状況を改善するため、 
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３．経済価値評価の手法 

３－１．経済価値評価とは 

３－２．経済価値評価のはじまり 

３－３．経済価値を評価するための手法の概要 

３－４．ＣＶＭの採用にあたって 
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３－１．経済価値評価とは 

経済評価＝金額換算 
 

 評価の対象となる生物多様性や生態系サービスが
有する価値を、環境経済学的な手法を用いて評価
（金額換算）し、その価値を可視化すること。 
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３－２．経済価値評価のはじまり 

• 環境の経済価値評価手法はその後、自然環境の保護と利用
に関する多様な関係主体との調整を図る重要な政策ツールと
して機能。 
 
 
 
 

• はじまりは1940年代、アメリカの国立公園管理局による。 
• 国立公園を整備するにあたり、整備に税金を投入することの

正当性を財務当局に示すにあたり、評価手法のアイデアを経
済学者に求めた。 

• 経済学者から、現在の経済価値評価手法（トラベルコスト法、
CVM法）の元となったアイデアが出された。 

環境の経済価値評価手法が実際の損害賠償で使用された著名な事例：   
 アラスカ沖で発生した原油流出事故における、タンカー所有会社が支
払う生態系被害の補償額の決定【1989年】 
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３－３．経済価値を評価するための手法の概要 

・手法を大別すると、顕示選好法と表明選好法がある。 
・生物多様性のような非利用価値を評価できるのは表明
選好法。 

概 要 手 法 

顕示選好法 

 人々の経済行動から得
られるデータをもとに間
接的に環境の価値を評価
する手法（市場データを
用いて評価）。 

代替法 
トラベルコスト法 
ヘドニック法 

表明選好法 

 人々に環境の価値を尋
ねることで環境の価値を
評価する手法（表明意思
額を用いて評価）。 

 仮想評価法【CVM】 
 コンジョイント分析 
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「生物多様性 生態系と経済の基礎知識 林編著 中央法規 2010」 を参考に作成 

環境価値の評価方法 

評価手法 
顕示選好法 表明選好法 

代替法 ﾄﾗﾍﾞﾙｺｽﾄ法 ﾍﾄﾞﾆｯｸ法 CVM ｺﾝｼﾞｮｲﾝﾄ分析 

内容 
 環境財を市場
財で置換すると
きの費用をもとに
環境価値を評価 

 対象地までの
旅行費用をもと
に環境価値を評
価 

 環境資源の存在が
地代や賃金に与える
影響をもとに環境価値
を評価 

 環境変化に対する支払
意思額や受入意思額を
尋ねることで環境価値を
評価 

 複数の代替案を回答
者に示して、その好まし
さを尋ねることで環境価
値を評価 

適用範囲 

利用価値 
 水源保全、国
土保全、水質な
どに限定 

利用価値 
 ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ、景
観などに限定 

利用価値 
 地域アメニティ、大
気汚染、騒音などに限
定 

利用価値および 
非利用価値 

 ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ、景観、野
生生物、生物多様性、生
態系など非常に幅広い 

利用価値および 
非利用価値 

 ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ、景観、野
生生物、生物多様性、
生態系など非常に幅広
い 

利点 

必要な情報が 
少ない 

 置換する市場
財の価格のみ 

必要な情報が 
少ない 

 旅行費用と訪
問率などのみ 

情報入手コストが 
少ない 

 地代、賃金などの市
場データから得られる 

適用範囲が広い 
 
 存在価値やオプション
価値などの非利用価値も
評価可能 

適用範囲が広い 
 
 存在価値やオプション
価値などの非利用価値
も評価可能 

問題点 

 環境財に相当
する市場財が存
在しない場合は
評価できない 

 適用範囲がﾚｸ
ﾘｴｰｼｮﾝに関係
するものに限定
される 

 適用範囲が地域的
なものに限定される 
 推定時に多重共線
性の影響を受けやす
い 

 アンケート調査の必要
があるので情報入手コス
トが大きい 
 バイアスの影響を受け
やすい 
  

 アンケート調査の必要
があるので情報入手コ
ストが大きい 
 バイアスの影響を受け
やすい 
 最新の手法のため研
究蓄積が少なく、信頼
性が不明 

本年度採用 
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３－４．ＣＶＭの採用にあたって 
○仮想評価法（CVM Contingent Valuation Method）とは 
   環境資源が改善（あるいは破壊）されたときを仮想的に想定し、
この環境改善（環境破壊）に対する支払意思額や受入補償額を受
益者（被害者）から直接聞き出し、それをもとに環境資源の貨幣価
値を評価する方法 

 
○本年度、CVMを採用する理由 
• 評価対象が広く、生物多様性のような非利用価値の評価が可能。 
• 生物多様性の価値に関する評価実績が多く、ノウハウが蓄積され

ている。また、評価結果の比較が可能。 

 
○CVMで評価する際の留意点 
 アンケートの質問内容によりバイアス（回答のゆがみ）が生じやすい。 
     →綿密な調査票の作成、予備調査の実施が必要 
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CVMのアンケート（仮想シナリオ）のイメージ 

 
• 北海道○○地域に位置する△△湿原には、多数の絶滅

危惧植物が生育しています。 
• これらの絶滅危惧植物を保全するため、◇◇という内容

の環境対策を実施したとします。 
• この対策を継続することにより、△△湿原に生育する植物

の絶滅リスクが解消されるとします。 
• あなたは、この対策に対していくらまでなら支払ってもか

まいませんか。 

仮想シナリオのポイント 
    ①現在の環境の状態を示す 
    ②変化後の環境の状態（仮想的状態）を示す 
    ③この環境変化に対する支払意思額を尋ねる 
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４．経済価値評価の事例 

４－１．TEEBに掲載されている事例の紹介 

４－２．国内における経済価値評価の活用事例 

４－３．海外における経済価値評価の活用事例 
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４－１． TEEBに掲載されている事例の紹介 

・以下の事例も含め、TEEBパンフレットp7～p11を参照 

図の出典：TEEB報告書普及啓発用パンフレット 「価値ある自然」 環境省 

①市場価格法 
②取替原価法 
③回避費用法 

④ﾄﾗﾍﾞﾙｺｽﾄ法 
⑤ﾍﾄﾞﾆｯｸ価格法 
⑥仮想市場評価法(CVM) 
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図の出典：TEEB報告書普及啓発用パンフレット 「価値ある自然」 環境省 

①市場価格法 
②取替原価法 
③回避費用法 
④ﾄﾗﾍﾞﾙｺｽﾄ法 
⑤ﾍﾄﾞﾆｯｸ価格法 
⑥仮想市場評価法(CVM) 

20 



４－２．国内における経済価値評価の活用事例 

環境省 
 環境経済の政策研究での事例① 
 

○評価対象：宮城県蕪栗沼の水鳥保護 の価値 
○評価手法：CVM 
 ・設問：「蕪栗沼の水鳥を保護し、現在の飛来数 
      を維持するための基金に対する支払意 
      思額（10年）｣ 
 ・調査方法：Web調査（全国の一般市民） 
         平成22年2月実施、サンプル数：3257人 
○評価額：一世帯当たりの支払意思額  ９１７円／年 

（出典：宮城県資料） 
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環境省 
 環境経済の政策研究での事例② 
 

○評価対象：沖縄県やんばる地域の野生 
         動物保護の価値 
○評価手法：CVM 
 ・設問：「やんばる地域の希少野生動物を保護し、 
       現在の生息数を維持するための基金に 
             対する支払意思額（10年）」 
 ・調査方法：Web調査（全国の一般市民） 
         平成24年１月実施、サンプル数：1,861人 
○評価額：一世帯当たりの支払意思額   ７７２円／年       
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国土交通省の取り組み 
• 経済価値評価のマニュアル「河川に係る環境整備の

経済評価の手引き（平成22年改訂）」を作成。 
• 河川における環境整備事業について、定期的に経済

価値の評価と費用便益分析を実施。 
• 分析結果に基づき、事業の継続等を審議。 

 
 
 
 
 
 
 
 

国土交通省による評価事例 
○評価対象事業： 天然記念物アユモドキの繁殖場所の創出 
            （岡山県内 吉井川水系） 
○評価手法： CVM 
・アンケート調査： 郵送調査（吉井川から20km圏内の住民） 
            平成2１年１０月実施、サンプル数：247人 
・経済価値： 一世帯当たりの支払意思額   3,768円／年 

国土交通省の評価事例は国土交通省中国地方整備局ホームページ掲載資料を参考に作成 
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４－３．海外における経済価値評価の活用事例 

栗山委員より提供頂いた資料を元に作成 

①国立公園保全の評価 
 （オーストラリア カカドゥ国立公園） 
• カカドゥ国立公園 

– 世界遺産に指定 

– 生物多様性の重要性 

– アボリジニの文化 

• カカドゥ保護地区 

– 国立公園に隣接 

– 膨大な鉱山資源 

– 開発すべきか，保全すべきか 
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• ＣＶＭによる評価 

– カカドゥ保護地区を守るために○○ドルを支払っても構わ
ないか？ 

– 1990年に訪問面接調査を実施，2034人の回答 

• 評価結果 

– 支払意思額 80オーストラリアドル 

– 集計額 4 億3,500 万オーストラリアドル 

• 政策への反映 

– 鉱山開発の利益 1 億200 万オーストラリアドル 

– 保全価値が開発利益を上回る 

– 1990年に政府は開発を認めないことを決定 

栗山委員より提供頂いた資料を元に作成 
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②タンカー事故の評価 
 （エクソン・バルディーズ原油流出事故） 

アラスカ湾 

アラスカ半島 
キーナイ半島 

アラスカ州 

原油流出範囲 

タンカー 
座礁現場 

栗山委員より提供頂いた資料を元に作成 
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エクソン社の賠償額 

• バルディーズの被害 
– 漁業被害 
– 生態系被害 
–  （野鳥40万羽，ラッコ3000匹） 
– 人的被害はない 

• 浄化費用 
– 20～30億ドル（2700～4000億円） 

• 漁業被害 
– ３億ドル（380億円） 

• 生態系被害は？ 
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バルディーズＣＶＭ調査 

• ＣＶＭ調査結果 
– 事故防止対策の価値 

– 支払意志額 

  30ドル／世帯 

– 集計額 

   28億ドル 

• 損害賠償訴訟 
– アラスカ州・連邦政府による訴訟 

– エクソン社は生態系被害の補償として10億ドル支払うこと
で決着 
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③エルワ川ダム撤去の評価 

• ダム撤去のコスト ３億ドル 
• ダム撤去の効果 生態系回復 

 
• ＣＶＭ調査結果 

– 支払意志額 年間68ドル／世帯 
– 集計額 30～60億ドル 

• 1992年 ダム撤去が決定 
• 2011年 ダム撤去が実施 
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